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第47号　佐渡市議会だより

佐
渡
市
相
川
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
相
川
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

学
生
の
宿
泊
利
用
を
可
能
に
す

る
た
め
、
佐
渡
市
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
関
す
る
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
、
観
光
振

興
課
か
ら
の
説
明
に
対
し
、
委

員
か
ら
は
危
機
管
理
の
観
点
か

産
業
建
設
常
任
委
員
会

ら
、
佐
渡
市
と
し
て
詳
細
な
管

理
体
制
を
検
討
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
観
光
振
興
課

は
、
３
月
議
会
で
報
告
す
る
と

説
明
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

相川観光交流センター

温泉割引券に関するチラシ

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

温
泉
施
設
へ
の
送
迎
バ
ス
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て

本
件
に
つ
い
て
紹
介
議
員
か
ら

の
主
旨
説
明
で
は
、
真
野
の
温

泉
施
設
廃
止
の
条
件
と
し
て
畑

野
温
泉
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を
出

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
27

年
４
月
か
ら
民
間
業
者
へ
温
泉

施
設
が
無
償
貸
与
さ
れ
、
事
業

が
引
き
継
が
れ
て
か
ら
は
、
送

迎
バ
ス
が
突
然
廃
止
さ
れ
、
畑

野
温
泉
利
用
者
が
困
っ
て
い
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
課
に
説
明
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て

は
確
認
し
て
い
る
が
、
送
迎
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
温

泉
施
設
等
利
用
促
進
事
業
を
活

用
し
た
送
迎
バ
ス
を
出
す
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
も
説
明
し
た
上
で

運
営
事
業
者
に
要
請
し
て
い
く

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉

課
の
説
明
を
了
と
し
、
請
願
内

容
が
特
定
の
温
泉
施
設
に
対
し

て
送
迎
バ
ス
を
求
め
る
内
容
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
委
員
会
で

も
、
本
会
議
に
お
い
て
も
賛
成

少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

温
泉
施
設
等
利
用
促
進
事
業

の
温
泉
割
引
券
に
つ
い
て

委
員
か
ら
、
温
泉
割
引
券
の
使

用
状
況
が
低
調
で
あ
る
の
で
、

利
用
者
が
温
泉
施
設
を
も
っ
と

利
用
し
や
す
い
よ
う
要
綱
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
社
会
福
祉
課
は
、

こ
れ
ま
で
１
人
１
回
に
つ
き
１

枚
ま
で
の
利
用
制
限
の
あ
っ
た

要
綱
を
１
月
か
ら
、
見
直
し
て

い
く
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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決算審査特別委員会審査報告

１　一般会計
１　職員不祥事について
市職員による時間外勤務手当不正受給や博物館入館料等横領などの不祥事が相次いで発覚し、関与した
市職員２人が懲戒免職処分となったことは、市の信用を著しく失墜させるものであり、誠に遺憾である。市は、
既にマニュアル整備等による再発防止策を講じているが、二度とこのような不正を繰り返さぬよう、更なる徹
底を図られたい。なお、本件について次の指摘をする。
(１)　預け金問題について
　　本件は、市職員と業者が共謀の上、架空請求書をもって市から公金を不正に取得し、当該現金により市
の業務に必要とする物品等を随時取得していた問題である。このような手法は、法令等に照らしても不適正
な手続きであることは、指摘せざるを得ない。
(２)　博物館入館料等横領について
　　市職員による博物館入館料等横領については、長年にわたり同一の職員にのみ当該現金の取扱いをさ
せていたことが要因である。そのような体制がこれまで改善されずにいた管理監督責任は大きい。

２　市税等の収入未済及び不納欠損について
市税及び保育料や市営住宅使用料などの市債権の滞納については、職員の努力により、その解消が図られ
ているが、次の点に配慮し、更なる努力を求める。
(１)　市債権の滞納額を減少させるため、少なくとも現年分については確実に徴収すること。また、不納欠損に
ついても、徴収の公平性を確保するため、安易に行わないこと。
(２)　支払い能力があるにもかかわらず納付をしない悪質な滞納者に対しては、市は毅然と対応し、着実に徴
収すること。
(３)　滞納者は、税以外にも様々な市債権を滞納しているケースが多いものと思料する。市債権の確実な収納
を促進するため、滞納整理にあたっては各課が連携することを検討されたい。
(４)　保育料については、平成26年度から全額免除の対象をこれまでの在園する３人目以降から２人目以降に
拡大するなどの優遇措置があるにもかかわらず、現年分における滞納件数はほぼ横ばいで推移している。
滞納整理に関するマニュアルを整備し、滞納額を削減する取組みを行うこと。

３　市の補助事業について
市の補助事業執行に関しては過去の決算審査特別委員会においても指摘しているところであるが、市が交
付する補助金は、多岐に渡り件数も多い。内容を精査し、過去に補助金を不正受給する事案が発生した経緯
も踏まえ、再発防止対策を講じられたい。
また、事業を進める上で、計画に著しい変更が生じる場合は、事前に市へ相談するよう、指導を徹底された
い。
４　借地解消について
毎年多額の借地料が支払われているが、解消が妥当と判断する借地については解消を推進すべきであ
る。
５　指定寄付金について
地域福祉指定寄付金として4800万円もの寄付がなされたが、担当課は本委員会においてその使途を説明
することができなかった。指定寄付金については、その使途を明確にするとともに、寄付者に対し御礼を兼ね
た使途報告は行うべきである。

２　特別会計
１　国民健康保険特別会計について
　　所得が300万円を超える所得階層の滞納が22世帯、１千338万円にも上っている。このような状態を踏まえ、
着実に徴収すること。
　　なお、徴収にあたっては支所及び行政サービスセンターの職員とも連携した徴収体制を検討すべきである。
２　介護保険特別会計について
　　特別会計の経営健全化のためにも、健康な高齢者を増やすための意識醸成と対策に取組むこと。
３　下水道特別会計について
⑴　下水道整備計画を見直し、投資効果が低い地区について合併処理浄化槽への切替えをすべきと過去の
決算審査特別委員会においても再三指摘しているので、市は早急に対応すること。
⑵　下水道の加入促進に努め、接続率の向上を図ること。

３　公営企業会計
１　病院事業会計について
　　早急に看護師不足を解消し、両津病院の休眠病床を再開させること。
２　水道事業会計について
　　水道事業の収益を上げるため、適正な老朽管更新事業の実施により、有収率の向上に努めること。
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市職員２人が懲戒免職処分となったことは、市の信用を著しく失墜させるものであり、誠に遺憾である。市は、
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　９月定例会において発足した本特別委員会は、佐渡市一般会計と11の特別会計及び病院、水道事業会計の全14
会計について平成26年度の決算審査を行い、12月定例会で審査結果を報告しました。本委員会が指摘した主なも
のは次のとおりです。



◎は全会一致で可決、○は賛成多数で可決、●は否決、△は継続審査
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賛否等の内訳 右表の賛否の分かれた議案（網掛け）について、議員別に賛否等を公表します。

※　○は賛成、●は反対、退は退席。なお、議長は採決に加わらない。請は請願。

賛否
の別 新生クラブ 民主党 日本

共産党 政友会 自由
クラブ

市民
クラブ 市政会 公明党 無会派

賛
成
反
対

議
案
等
の
番
号

議
決
結
果

長
議根

岸
　
勇
雄

猪
股
　
文
彦

荒
井
　
眞
理

山
田
　
伸
之

竹
内
　
道
廣

金
光
　
英
晴

大
澤
祐
治
郎

金
子
　
克
己

大
森
　
幸
平

岩
﨑
　
隆
寿

中
川
　
隆
一

笠
井
　
正
信

坂
下
　
善
英

渡
辺
　
慎
一

中
村
　
良
夫

中
川
　
直
美

近
藤
　
和
義

村
川
　
四
郎

佐
藤
　
　
孝

浜
田
　
正
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金
田
　
淳
一

駒
形
　
信
雄
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議案第123号
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議案第125号
議案第126号
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議案第129号
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議案第113号
議案第114号
議案第115号
議案第116号
議案第117号
議案第118号
議案第119号
議案第120号
請願第10号
請願第11号
請願第12号
陳情第１号

佐渡市職員の行動規準及び責務等に関する条例の制定について
佐渡市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定について
佐渡市税条例の一部を改正する条例の制定について
佐渡市入湯税条例の一部を改正する条例の制定について
佐渡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
佐渡市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
佐渡市火葬場条例の一部を改正する条例の制定について
佐渡市相川観光交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
佐渡市屋外広告物条例の制定について
公の施設に係る指定管理者の指定について（相川民話の館）
公の施設に係る指定管理者の指定について（佐和田森林公園オートパークさわた）
訴えの提起について
佐渡市辺地総合整備計画（平成25～27年度）の変更について
市道路線の認定について
新潟県市町村総合事務組合規約の変更について
平成27年度佐渡市一般会計補正予算（第７号）について
平成27年度佐渡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について
平成27年度佐渡市介護保険特別会計補正予算（第２号）について
平成27年度佐渡市下水道特別会計補正予算（第２号）について
平成27年度佐渡市すこやか両津特別会計補正予算（第２号）について
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
旧両津東中学校解体工事請負契約の締結について
畑野行政サービスセンター耐震補強・大規模改修（建築）工事請負契約の締結について
平成26年度佐渡市一般会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市下水道特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市歌代の里特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市すこやか両津特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市五十里財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市二宮財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市新畑野財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市真野財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度佐渡市病院事業会計決算の認定について
平成26年度佐渡市水道事業会計決算の認定について
児童福祉施設最低基準の規定に基づいた保育士有資格者の配置についての請願
ＴＰＰ交渉「大筋合意」は撤回し、調印・批准しないことを求める請願
温泉施設への送迎バスを求める請願
両津文化会館の会館存続についての陳情

○
○
○
○
○
○
◎
◎
◎
◎
◎
○
◎
◎
◎
○
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
○
●
○
○
○
○
○
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
○
△
●
●
△

議案等(審議結果)一覧
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新
春
を
迎
え
た
も
の
の
、

冬
は
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
ら

れ
、
本
格
的
に
春
が
や
っ
て

き
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
暖
か

さ
に
戸
惑
い
を
感
じ
ま
す
。

今
冬
は
世
界
的
に
暖
冬
で
、

そ
の
原
因
は
過
去
最
強
の
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
発
生
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
暖

か
さ
に
「
こ
れ
ぞ
地
球
温
暖

化
の
現
実
」
と
多
く
の
人
が

感
じ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　

　

先
の
12
月
に
は
気
候
変
動

に
関
す
る
国
際
会
議
C
O
P

21
で
、１
９
６
か
国
の
一
致
し
た

意
志
と
し
て
パ
リ
協
定
が
結

ば
れ
ま
し
た
。
１
９
６
か
国

の
合
意
と
は
言
い
換
え
れ

ば
、
地
球
の
未
来
を
何
と
し

て
も
守
ろ
う
、
と
の
世
界
的

な
団
結
で
も
あ
り
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
共
有
し
、
議

論
を
尽
く
し
た
結
果
と
し
て

得
ら
れ
た
合
意
と
団
結
で
あ

り
意
義
深
い
も
の
を
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
を
導
い
た

議
長
国
の
努
力
も
称
え
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
、
佐
渡
市
議

会
は
佐
渡
の
未
来
に
関
わ
る

大
事
な
問
題
の
議
論
を
尽
く

し
て
い
る
、
と
ど
れ
だ
け
市

民
に
評
価
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
ぬ
く
ぬ
く
と
し

て
い
な
い
で
、
襟
を
正
し
て

耳
を
傾
け
た
い
思
い
で
す
。

（
荒
井
眞
理  

記
）

◆議会のうごき ◆行政視察受入状況

議会の傍聴にお越し下さい

　議会の本会議は公開されています。議場の受付で
住所・氏名などを記載していただくだけで、どなた
でも自由に傍聴できます。お気軽にお越し下さい。
　議場は佐和田行政サービスセンターとなりの佐渡
中央会館内にあります。

佐渡市議会だより　第47号

記

後

集

編

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

議員全員協議会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

東京都国分寺市議会行政視察（～2日）

議会運営委員会

決算審査特別委員会

第４回臨時会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

議員全員協議会

決算審査特別委員会

議会運営委員会

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

月 内　　　　容

10月

11月

山口県萩市議会（佐渡ジオパーク）

三条市議会（議会運営）

大阪府飯盛霊園組合議会（斎場の管理運営）

富山県砺波市議会（三大資産ＰＲ・誘客促進、人材育成事業）

佐賀県吉野ヶ里町議会
（観光資源の活用、福祉版コンパクトシティ事業）

山口県光市議会
（ひまわりネット、世界遺産登録に向けた取組）

長野県上田市議会
（市町村合併10年後の財政運営とまちづくり）

愛媛県今治市議会（認知症対策）

岡山県笠岡市議会（離島における人口対策、地産地消条例）

愛知県津島市議会（世界遺産登録に向けた取組）

福岡県柳川市議会（世界文化遺産登録に向けた取組）

長野県松本市議会
（子育て支援、三大資産ＰＲ・誘客促進、佐渡博物館）

熊本県相良村議会（農業振興）

15日

27日

28日

5日

9日

10日

17日

19日

4日

20日

22日

月 日

22日

23日

24日

26日

27日

29日

30日

31日

1日

4日

5日

6日

9日

10日

12日

16日

26日

1日

４日

14日

20日

日 内　　　　容

10月

11月

12月

1月

第37回入間万燈祭り
（～25日埼玉県入間市）

国分寺まつり
（～11月1日東京都国分寺市）

第５回（12月）定例会
　　　（～22日）




